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コウヨウザンの暫定的な収穫予想表の作成 
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1 はじめに 

コウヨウザンは 30 年程度で収穫が見込める早生樹の

一つとして注目されているが４）、江戸時代に渡来した外

来樹種であることから、実際は日本における造林実績は

少なく、また、どの程度の収穫が見込めるか等の情報も

不足している。一般に収穫予想表は、様々な環境に成立

する大量の林分データから作成するが、コウヨウザンを

造林樹種の選択肢の一つと考えるためには、将来の収穫

予測の提示が不可欠と考え、今回はある程度の本数がま

とまって植栽されていた全国のコウヨウザンの林分の

中から 13 カ所について、それらの毎木調査データを用

いて２）、暫定的な収穫予想表の作成を試みた。 

なお本研究は、第４期中長期計画の新需要創出に資す

る樹種の収集と保存の一環として行い、農林水産業・食

品産業科学技術研究推進事業「西南日本に適した木材強

度の高い新たな造林用樹種・系統の選定及び改良指針の

策定」によって実施した研究の一部である。 

 

2 材料と方法 

（１）調査林分 

 毎木調査を行ったコウヨウザン 13 林分の概要を表－

１に示す。2015 年から 2016 年にかけて毎木調査が行わ

れ、樹齢が 21年生から 68年生、平均樹高が 10.7ｍから

28.6ｍ、平均胸高直径が 14.9ｃｍから 35.6ｃｍの範囲

にあった２）。 

（２）地位指数曲線群の推定 

 毎木調査を行った 13 林分の内、庄原林分において、

斜面の上部（Ⅲブロック）、中部（Ⅱブロック）、下部（Ⅰ

ブロック）から優勢木９個体を伐採して樹幹解析を行っ

た１）。樹幹解析には解析ソフト SDA を用いた３）。９個体

分の樹高成長データをプールしてリチャーズ式で近似

した結果、下式の樹高成長曲線が得られた（図－１）。 

Yi=43.899[1-exp(-0.025ti)]1.097  （a） 

Yi：樹齢 i時の樹高、ti：樹齢 i 

この（a）式をガイドラインとして、下式により地位指

数曲線群を推定した５、６）。基準林齢は 40年とした（地 

表－１ 調査林分の概要． 

 
 

 
図－１ 樹高成長曲線（ガイドライン）の推定．庄原林分

優勢木９個体の樹高成長とリチャーズ式での近似

曲線を示す． 

 

 

 
 

図－２ 暫定収穫予想表の作成の手順５、６）．毎木調査デー

タから①、②、③の関係式を推定した． 
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位指数 SI＝40年次の上層木樹高と定義した）。 

Hi=SI×Yi／Y40  （b） 

  Hi：各地位ごとの林齢 i時の上層木樹高、SI：地位

指数、Yi：ガイドライン林齢 i時の樹高、Y40：ガイ

ドライン基準林齢 40年時の樹高 

この地位指数曲線群（b）に毎木調査を行った 13林分の

データをプロットし（表－１）、地位「上、中、下」の

地位指数曲線をそれぞれ決定した。 

（３）暫定収穫予想表の作成手順 

 暫定収穫予想表の作成（林分材積の推定）の手順を図

－２に示す。毎木調査を行った 13 林分のデータから、

①上層木樹高と平均樹高、②平均樹高と平均胸高直径、

③平均胸高直径と林分の個体密度の関係式をそれぞれ

推定し、これらの関係式を上記の地位「上、中、下」の

地位指数曲線にあてはめて、個体密度と単木材積から林

齢ごとの林分材積を算出した５、６）。単木材積は平均樹高

と平均胸高直径から森林総合研究所「幹材積計算プログ

ラム」７）の“東京スギ”から求めた。 

 

3 結果と考察 

（１）コウヨウザン人工林の地位の推定 

（b）式により求めた地位指数曲線群に毎木調査デー

タをプロットした結果を図－３に示す。庄原林分は斜面

の上部（Ⅲブロック）、中部（Ⅱブロック）、下部（Ⅰブ

ロック）ごとにプロットした。日立、千葉（向山）、京

都、庄原（Ⅰブロック）等の林分は、樹高成長が良く、

地位の高い林分と考えられた。これらの林分は、スギの

植栽に適した土壌が深く温暖で湿潤な立地条件にある

傾向にあった。一方、千葉（今澄）、井川、東根、庄原

（Ⅲブロック）等の林分は,樹高成長が比較的悪く、地

位の低い林分と考えられた。これらの林分は、アカマツ

の生育適地のような尾根部や寒冷な立地条件にある傾

向にあった。庄原林分では斜面の下部（Ⅰブロック）か

ら上部（Ⅲブロック）にかけて地位が低下する状況が良

く示された。これらの結果から、今回は地位「上、中、

下」の地位指数をそれぞれ「SI＝28、20、14」とした。 

（２）コウヨウザン人工林の暫定収穫予想表 

①上層木樹高と平均樹高、②平均樹高と平均胸高直径、

③平均胸高直径と林分の個体密度はそれぞれ下記の関

係式が得られた（図－４）。 

①（上層木樹高）＝0.7696（平均樹高）1.0583 ｒ２＝0.912 

②（平均樹高）＝2.1356（平均直径）0.8637ｒ２＝0.759 

③（平均直径）＝511298（個体密度）-1.824ｒ２＝0.586 

これらの関係式を地位「上、中、下」の地位指数曲線

にあてはめて、暫定収穫予想表を作成した（表－２）。

地位「上、中、下」の 30 年次の林分材積は、それぞれ

約 700、500、300ｍ３/haと推定された。 

 今回の暫定収穫予想表から推定したコウヨウザン人

工林における樹高、胸高直径、林分材積の成長過程を図

－５に示す。毎木調査を行った林分の樹高、胸高直径、

林分材積が地位「上」から地位「下」の成長曲線の範囲

内におおよそ収まったことから、今回の暫定収穫予想表

は、日本におけるコウヨウザン人工林の成長過程をよく

表現していると考えられる。 

今回の暫定収穫予想表の個体密度は胸高直径から推

定していることから（③式）、胸高直径が 20cm以下の小

さい場合、現実の植栽密度（3000本/ha以下）を大きく

上回る値が算出される（今回は空欄とした）。また、胸

高直径と個体密度の相関も低かったことから、今後更な

る検討とこの暫定収穫予想を用いる場合に注意が必要

である。 

 
図－３ コウヨウザン人工林の地位指数曲線群．スギの地位

指数曲線に準じて、40 年次の上層木樹高を各林分の地位指

数（SI）と定義した． 
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図－４ ①上層木樹高と平均樹高、②平均樹高と平均胸高直径、③平均胸高直径と林分の個体密度の関係．それ

ぞれ有意な相関関係が認められた． 

 

表－２ コウヨウザン人工林の暫定収穫予想表． 

 
 

 
図－５ コウヨウザン人工林の樹高、胸高直径、林分材積の成長過程．図中の黄点は毎木調査を行った林分を示

す． 
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